

サービス（支援）提供事業所としての自己検証（振り返りシート）課題１


	市町村名
	

	サービス（支援）の種類
	

	事業所名
	

	氏名
	



以下の事項について、現時点から一年程度の事業所での取組を振り返り記載してください。
	１-１．組織の理念や倫理を具体的に共有する取組について

	①現在組織・事業所全体で行っている取組について記入してください

②上記についてご自身の現状と考えを記入してください


	１-２．組織を客観的に捉える仕組み・取組ついて

	1 現在組織・事業所全体で行っている取組について記入してください（苦情解決・虐待身体拘束・第三者委員・地域連携推進会議についてなど）

2 上記についてご自身の現状と考えを記入してください


	１－３．事業所における業務継続計画への取組について

	1 現在組織・事業所全体で行っている取組について記入してください（感染症・食中毒等のまん延防止について、感染症・災害発生時の事業継続・再開についての計画について）

2 上記についてご自身の現状と考えを記入してください


	１―４．職員間の連携・情報共有のシステムと取組について

	1 現在組織・事業所全体で行っている取組について記入してください

2 上記についてご自身の現状と考えを記入してください


	１－５．職場のキャリアパス、職員の意識、肯定感向上の取組について

	1 現在組織・事業所全体で行っている取組について記入してください

2 上記についてご自身の現状と考えを記入してください
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サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者振り返りシート（自己検証用）課題２


以下の事項について、現時点から一年程度を振り返り記載してください。
※この振り返りシートは、サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者としての取組を自己検証し、できている点や工夫している点を確認しています。

１．個別支援計画の作成について

（１）個別支援計画の作成について
①　個別支援計画の作成は、サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者にとって重要な業務です。組織の中でどのような流れで個別支援計画が立案、作成されていますか。またどのような共通のアセスメントや将来像の共有の方法を用いていますか。
	


②　個別支援計画が成功した。または意図した成果が得られなかった等の利用者の事例を一つ書いてください。
	


（２）モニタリングについて
①　サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者は、計画を作成することも重要ですがモニタリングによる利用児・者や環境の変化に対応したサービス（支援）提供や向上に反映する業務が重要です。
取組の途中でアセスメント情報が変わった、または新たな気づきがあった場合どうしていますか。
	


②　モニタリングの評価は、どのような着眼点、会議の進め方で行っていますか。
	


③　モニタリング情報の共有について
　モニタリングで得られた情報を、家族や関係機関、相談支援専門員とどのように共有していますか。
	



（３）利用者への説明と同意について
①　本人を中心とした質の高いサービス（支援）を提供するために作成した個別支援計画についてや、モニタリング機会などを通して、丁寧な説明と理解を得る必要があります。説明を行う際に気をつけていること、工夫していることを記載してください。
	



2 利用者が喜んでくれた、または説明や同意に困難さがあった等の支援計画や取組の成果を書いてください。
	



２．記録について
①　他者への説明責任や事故等を未然に防ぐため、日々の記録はとても重要です。日常的な支援の記録や家族との連絡など、業務日誌や個人記録等を整備し記録する際に気をつけていることや工夫していることを書いてください。
	


②　記録に偏りや質が異ならない取組について、または簡素化や焦点化につながる工夫や取組について書いてください
	



３．会議について
①　職員間の連携や事業所全体で検討が必要な事項については、定期的な会議が必要となります。定期的に職員会議やサービス（支援）向上・改善のための会議で、気をつけていること、工夫していることを書いてください。
	



②　本人参加の個別支援会議をどのように実施していますか。開催の頻度や会議の参加者、場面の設定、話しやすい会議の工夫など、実際の取組を書いてください。また、本人参加について難しさを感じる場面があればそれについても記載してください。
	



４．他の従業者に対する技術指導及び助言について

（１）日常業務での助言・指導について
①　人材育成の視点を常に持ち、現場で未熟さやバックアップが必要な従業者に対してのコーチングはサービス管理責任者・児童発達支援管理責任者の重要な責務と言われています。日常場面での指導はどのように行われていますか（場面、人、指導の際の注意点、手法）
	





②　事業所で行われた、過去2年間の研修を記載してください。
	


③　より良い助言・指導を行うために必要だと思うこと（全員）
	



（２）上記の業務を組織として行える体制整備について
①　人材育成はサービス管理責任者・児童発達支援管理責任者だけで行えるものではありません。組織全体で体制を作り進めていくことで、より効果を上げ将来への大事な備えになります。日常業務での助言・指導について、組織として行える体制をどのように整備していますか？
	


②　より良い体制を整備するために必要だと思うこと
	






サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者振り返りシート（連携用）課題３


以下の事項について、現時点から一年程度を振り返り記載してください。
※この振り返りシートは、できている点は今以上に伸ばしたり、現状の維持を期待し、できていない不十分な点はどのようにすれば向上するかを確認しています。

１．関係機関（企業・学校・医療機関・他の福祉事業所等）との連携
	
①　利用児・者の生活は福祉サービスだけで構成されているわけではありません。そのため、サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者は必要に応じ関係機関との連携が重要な業務となります。
　自事業所の連携先を出来るだけ多く記載してください。
	





②　この連携はうまくいった、利用者にとって良かったという事例を一つ書いてください。
	





③　連携がうまくいかない、連携したいのにできない事例を一つ書いてください。
	





④　利用者にこんなサービスがあったらいいなと思うサービス、活動を書いてください。
	





２．相談支援専門員との連携

　利用児・者の希望する生活を実現していくためには、連携する関係者の中で、相談支援専門員との連携は特に重要と言われています。

①　事業所には、利用者からの相談が多くあると思います。自事業所で受け付ける相談と、他機関を交えるなどして相談する相談の内容を書いてください。
	








②　この相談支援との連携はうまくいった、利用者にとって良かったという事例を一つ書いてください。
	




③　この相談支援との連携がうまくいかない、連携したいのにできない事例を一つ書いてください。
	





④　相談支援との個別支援計画の共有について、工夫していることや気を付けていることを書いてください。
	





３．困難な課題に直面していたり、家庭状況が変わったり、進路を定めたい場合の会議の開催について

①　様々な機関や担当者との具体的な連携の場として、担当者会議が想定されています。利用児・者の状態や環境の変化等に応じてサービス管理責任者・児童発達支援管理責任者自らが開催する担当者会議をどのように行っていますか。会議の開催頻度や誰を招集して会議を行ったのかも含め記入してください。開催していない場合は、開催するとしたらどんな会議が想像できるか書いてください。
	





②　生活の場や活動の場の変更等、治療への同意や契約など重要な意思決定に関わる会議の開催について、どのように行っていますか。また、自ら意思決定を行うことに困難さがある場合の会議はどのような点に工夫や準備をしているかを書いてください
	





４．自立支援協議会への参加について

①　地域の様々な関係者による連携や体制強化のための場として、各自治体に設置されている（自立支援）協議会がありますが、　地域に足りない資源を記載してください。（地域の福祉計画を見ても構いません）
	





②　意思決定支援の観点から、地域の（自立支援）協議会に提案し整備が必要だと思うことを記載してください
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